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(57)【要約】
【課題】ＮＧ画像であると判定された医用画像に対して
ＮＧ画像であることを示す情報を付帯させて外部装置に
送信可能とした医用画像処理装置を提供する。
【解決手段】本発明に係る検像装置によれば、入力部に
よりＮＧ画像が指定されると、指定された画像上にＮＧ
識別表示がオーバーレイ表示され、検像済みの医用画像
の画像データを画像サーバに送信する際に、ＮＧ画像と
して指定された医用画像の画像データにＮＧ画像である
ことを示すＮＧ識別情報を付帯させて送信する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医用画像を表示する表示手段と、
　ユーザが前記表示された医用画像が診断画像としての条件を満たさないＮＧ画像である
と判定した場合に、当該医用画像がＮＧ画像であることを指定入力するための入力手段と
、
　前記入力手段によりＮＧ画像と指定された医用画像に当該医用画像がＮＧ画像であるこ
とを示す識別情報を付帯させるとともに、前記医用画像を前記表示手段に表示する際に、
当該医用画像がＮＧ画像であることを示す識別表示を前記医用画像上に表示させる制御手
段と、
　前記ＮＧ画像であることを示す識別情報が付帯された医用画像を外部装置に送信する送
信手段と、
　を備える医用画像処理装置。　
【請求項２】
　前記医用画像には、予め当該医用画像に関する情報が付帯されており、
　前記表示手段は、更に、表示対象の医用画像に関する情報をリスト表示し、
　前記制御手段は、前記表示対象の医用画像に関する情報を前記表示手段によりリスト表
示する際に、前記ＮＧ画像であることを示す識別情報が付帯された医用画像に関してはＮ
Ｇ画像であることを示す識別表示を表示させる請求項１に記載の医用画像処理装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医用画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療の分野では、患者を撮影した医用画像のデジタル化が実現されている。例えば、Ｃ
Ｒ（Computed Radiography）装置やＣＴ（Computed Tomography）装置、ＭＲＩ（Magneti
c Resonance Imaging）装置等の各種画像生成装置（モダリティ）により撮影され、デジ
タル化された医用画像の画像データを、検査（撮影）対象の患者の患者情報や検査情報（
検査に用いたモダリティ情報、撮影部位情報、撮影方向情報、撮影日付等）の付帯情報と
ともにＰＡＣＳ（Picture Archiving and Communication System for medical applicati
on）の画像サーバに保存したり、医師による診断のために読影端末に表示したりする医用
画像システムが利用されている。
【０００３】
　このような医用画像システムにおいて、モダリティで撮影した医用画像を実際に読影診
断に用いる画像とするためには、撮影技師等が付帯情報の確認処理、画像順の確認処理、
画像階調の確認処理、画像が診断画像としての条件を満たしているか否かの確認処理等の
検像処理を行って、不適切な場合には修正等を行うことが必要となる。これらの検像処理
を行うための専用の医用画像処理装置として、医用画像検像装置（以下、検像装置という
。）が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　撮影された医用画像が診断画像としての条件を満たしているか否かの確認処理において
は、撮影技師等は、検像装置に表示された医用画像を観察し、当該医用画像が、例えば、
正しいポジショニングで撮影された画像か、画質が診断に適しているか、画質調整を行え
ば診断可能な画像であるか、撮影部位や方向に間違いがないか等の診断画像としての条件
を満たすか否かを判定する。そして、診断画像としての条件を満たしていないと判定した
画像をＮＧ（No Good）画像として指定する。
【特許文献１】特開２００６－９４９５７号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、従来、検像装置においてＮＧ画像と指定された診断に不要な医用画像は、画
像サーバや読影端末に送信されていなかった。そのため、モダリティから送信されたオリ
ジナルの画像を医師が確認することができないという問題があった。
【０００６】
　本発明の課題は、ＮＧ画像であると判定された医用画像に対してＮＧ画像であることを
示す情報を付帯させて外部装置に送信可能とした医用画像処理装置を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の医用画像処理装置は、
　医用画像を表示する表示手段と、
　ユーザが前記表示された医用画像が診断画像としての条件を満たさないＮＧ画像である
と判定した場合に、当該医用画像がＮＧ画像であることを指定入力するための入力手段と
、
　前記入力手段によりＮＧ画像と指定された医用画像に当該医用画像がＮＧ画像であるこ
とを示す識別情報を付帯させるとともに、前記医用画像を前記表示手段に表示する際に、
当該医用画像がＮＧ画像であることを示す識別表示を前記医用画像上に表示させる制御手
段と、
　前記ＮＧ画像であることを示す識別情報が付帯された医用画像を外部装置に送信する送
信手段と、
　を備える。　
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、
　前記医用画像には、予め当該医用画像に関する情報が付帯されており、
　前記表示手段は、更に、表示対象の医用画像に関する情報をリスト表示し、
　前記制御手段は、前記表示対象の医用画像に関する情報を前記表示手段によりリスト表
示する際に、前記ＮＧ画像であることを示す識別情報が付帯された医用画像に関してはＮ
Ｇ画像であることを示す識別表示を表示させる。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、医用画像処理装置においてＮＧ画像であると指定され
た医用画像に対してＮＧ画像であることを示す情報を付帯させて外部装置に送信すること
ができるので、外部装置において医師が必要に応じてＮＧ画像を表示して確認することが
可能となる。また、医用画像処理装置において、ＮＧ画像であると指定された医用画像を
表示する際にはＮＧ画像であることを示す識別表示が表示されるので、撮影技師等のユー
ザがＮＧ画像を容易に認識することが可能となる。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、表示対象の医用画像のリスト表示時点でＮＧ画像があ
るか否かをユーザが確認することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る医用画像システムの一実施形態について説明する。ただし、本発明
は図示例のものに限定されるものではない。
【００１２】
　まず、本実施の形態における医用画像システムの構成について説明する。
　図１に、本実施の形態における医用画像システム１００の全体構成を示す。図１に示す
ように、医用画像システム１００は、ＲＩＳ（Radiological Information System）１、
モダリティ２（ＣＴ装置２ａ、ＣＲ装置２ｂ、ＭＲＩ装置２ｃ）、検像装置３、画像サー
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バ４、読影端末５等が通信ネットワークＮを介して、相互にデータ送受信可能に接続され
ている。
【００１３】
　通信ネットワークＮは、ＬＡＮ（Local Area Network）やＷＡＮ（Wide Area Network
）、インターネット等の様々な回線形態を適用可能である。なお、病院等の医療機関内で
許可されるのであれば、無線通信や赤外線通信であってもよいが、重要な患者情報を含む
ため、送受信される情報は暗号化することが好ましい。また、病院内の通信方式としては
、一般的に、ＤＩＣＯＭ（Digital Image and Communications in Medicine）規格が用い
られており、上述した通信ネットワークＮ上の各装置間の通信では、ＤＩＣＯＭ　ＭＷＭ
(Modality Worklist Management)やＤＩＣＯＭ　ＭＰＰＳ（Modality Performed Procedu
re Step）が用いられる。
【００１４】
　ＲＩＳ１は、放射線科内の情報を管理するシステムであり、オペレータによる検査オー
ダ情報の登録を受け付けて、検査対象の患者の患者ＩＤ、氏名、性別等の患者に関する患
者情報や、検査の検査ＩＤ、検査に使用するモダリティのＩＤ、撮影部位、撮影方法等の
検査に関する検査情報等を含む検査オーダ情報を生成し、当該生成された検査オーダ情報
に、その検査オーダ情報の識別情報（以下、オーダＩＤという。）を付して管理するもの
である。ＲＩＳ１は、生成した検査オーダ情報を当該検査オーダ情報により指定されたモ
ダリティ２及び検像装置３に送信する。
【００１５】
　モダリティ２は、患者を撮影し医用画像の画像データを生成する画像生成装置である。
本実施の形態においては、医用画像システム１００は、モダリティ２としてＣＴ装置２ａ
、ＣＲ装置２ｂ、ＭＲＩ装置２ｃを備える構成とするが、内視鏡装置、超音波診断装置等
、様々な種類の医用画像を撮影するモダリティが適用可能である。
【００１６】
　モダリティ２は、ＲＩＳ１から受信した検査オーダ情報に従って、患者の撮影部位を撮
影し、医用画像の画像データを生成する。そして、モダリティ２は、生成した医用画像の
画像データに、ＲＩＳ１から受信した当該医用画像に対応する検査オーダ情報のオーダＩ
Ｄ、患者情報、及び検査情報と、その医用画像の画像情報（例えば、医用画像を識別する
画像ＩＤ、サンプリングピッチ、画素アスペクト比等）、シリーズ情報（シリーズを識別
するシリーズＩＤ）とを付帯情報として付帯させ、ＤＩＣＯＭ規格に準じたデジタルデー
タに変換されたＤＩＣＯＭファイルとして検像装置３に送信する。シリーズとは、ＣＴ装
置２ａやＭＲＩ装置２ｃ等のモダリティ２において連続撮影された一連の医用画像の単位
のことをいう。ＤＩＣＯＭファイルは、画像部とヘッダ部とから構成されており、画像部
には医用画像の画像データ、ヘッダ部に当該画像データに関する付帯情報が書き込まれて
いる。なお、本実施の形態においては、シリーズＩＤ、画像ＩＤは、それぞれ撮影された
順に昇順に付与されることとする。
【００１７】
　検像装置３は、ＲＩＳ１から送信された検査オーダ情報を受信するとともに、モダリテ
ィ２で生成された医用画像の画像データを受信し、受信された医用画像及び受信された医
用画像に付帯された付帯情報を表示部３３に表示して、入力部３２を介してユーザである
撮影技師等の検像者が医用画像及びその付帯情報の確認及び修正を行うための医用画像処
理装置である。
【００１８】
　図２に、検像装置３の機能構成例を示す。
　図２に示すように、検像装置３は、ＣＰＵ３１、入力部３２、表示部３３、通信部３４
、ＲＡＭ３５、記憶部３６等を備えて構成されており、各部はバス３７により接続されて
いる。
【００１９】
　ＣＰＵ３１は、記憶部３６に記憶されている各種プログラムを読み出し、読み出したプ
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ログラムに従った処理を実行し、各部の動作を集中制御する制御手段である。
　例えば、ＣＰＵ３１は、通信部３４を介してＲＩＳ１から検査オーダ情報が受信される
と、記憶部３６から検査オーダ情報登録処理プログラムを読み出して、当該プログラムと
の協働により検査オーダ情報登録処理を実行し、当該受信した検査オーダ情報を検査オー
ダ情報ＤＢ（Data Base）３６１に登録する。
　また、ＣＰＵ３１は、通信部３４を介してモダリティ２から医用画像の画像データが受
信されると、データ登録処理プログラムを読み出して、当該プログラムとの協働によりデ
ータ登録処理を実行し、受信日時を受信した画像データの付帯情報に書き込み、当該受信
した画像データを記憶部３６の検像画像ＤＢ３６２に登録するとともに、受信した画像デ
ータの付帯情報を検像リストＤＢ３６３登録する。
【００２０】
　また、ＣＰＵ３１は、入力部３２からのログイン要求に応じて検像処理プログラムを読
み出して、当該プログラムとの協働により、後述する検像処理（図５参照）を実行する。
【００２１】
　入力部３２は、カーソルキー、数字入力キー、及び各種機能キー等を備えたキーボード
と、マウス等のポインティングデバイスを備えて構成され、キーボードで押下操作された
キーの押下信号とマウスによる操作信号とを、入力信号としてＣＰＵ３１に出力する。ま
た、入力部３２は、ヘッドセット等の音声入力部を有する構成としてもよい。音声入力部
は、マイク、音声認識部を備え、マイクから入力されるユーザ（検像者）の音声信号をＣ
ＰＵ３１に出力する。
【００２２】
　表示部３３は、例えば、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）やＬＣＤ（Liquid Crystal Displ
ay）等のモニタを備えて構成されており、ＣＰＵ３１から入力される表示信号の指示に従
って、各種画面を表示する。
【００２３】
　通信部３４は、ネットワークインターフェース等により構成され、通信ネットワークＮ
に接続された外部装置との間でデータの送受信を行う。例えば、通信部３４は、ＲＩＳ１
から送信される検査オーダ情報やモダリティ２から送信される医用画像の画像データを受
信するとともに、送信手段として画像サーバ４に対し検像済み医用画像の画像データを送
信する。
【００２４】
　ＲＡＭ３５は、ＣＰＵ３１により実行制御される各種処理において、記憶部３６から読
み出されたＣＰＵ３１で実行可能な各種プログラム、入力若しくは出力データ、及びパラ
メータ等の一時的に記憶するワークエリアを形成する。
【００２５】
　記憶部３６は、ＨＤＤ（Hard Disc）や半導体の不揮発性メモリ等により構成される。
記憶部３６には、ＣＰＵ３１で実行されるデータ登録処理プログラム、検査オーダ情報登
録処理プログラム、検像処理プログラムを始めとする各種プログラム、及びこれらのプロ
グラムの実行に必要なデータ等を記憶する。
【００２６】
　また、記憶部３６は、ＲＩＳ１から受信された検査オーダ情報を記憶する検査オーダ情
報ＤＢ３６１、モダリティ２から受信された医用画像の画像データを記憶する検像画像Ｄ
Ｂ３６２、モダリティ２から受信された画像データの付帯情報や、検像処理において画像
データの付帯情報に書き込まれた情報（例えば、検像／未検像を示すフラグ、ＮＧ画像で
あることを示すＮＧ識別情報、ＮＧ画像件数情報等）を記憶する検像リストＤＢ３６３を
有している。
【００２７】
　画像サーバ４は、検像装置３から送信された医用画像の画像データを保存、管理し、読
影端末５からの要求に応じて読影端末５に画像データを送信するサーバ装置である。画像
サーバ４は、図３に示すように、ＣＰＵ４１、入力部４２、表示部４３、通信部４４、Ｒ
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ＡＭ４５、記憶部４６を備えて構成され、各部はバス４７により接続されて構成されてい
る。画像サーバ４のＣＰＵ４１は、記憶部４６に記憶されているプログラムとの協働によ
り各部を集中制御し、画像サーバとしての機能を実行する。例えば、ＣＰＵ４１は、通信
部４４によりモダリティ２から送信された医用画像の画像データが受信されると、受信さ
れた医用画像の画像データを記憶部４６の画像ＤＢ４６１に、その付帯情報をリストデー
タとして画像リストＤＢ４６２に記憶させる。また、読影端末５からのリスト送信要求に
応じて、画像リストＤＢ４６２に保存されているリストデータの予め定められた項目のデ
ータ（ＮＧ識別情報、ＮＧ画像件数情報を含む）を抽出して、そのリストデータを読影端
末５に送信する。また、読影端末５の画像送信要求に応じて、画像ＤＢ４６１に保存され
ている画像データを読み出して、読影端末５に送信する。
【００２８】
　読影端末５は、医師が画像サーバ４から配信された医用画像の画像データを表示し、読
影診断をすることを目的として設置されるＰＣ（Personal Computer）等の端末装置であ
る。読影端末５は、図４に示すように、ＣＰＵ５１、入力部５２、表示部５３、通信部５
４、ＲＡＭ５５、記憶部５６を備えて構成され、各部はバス５７により接続されて構成さ
れる。読影端末５は、入力部５２からの入力に応じて、後述する読影処理（図９参照）を
実行する。
【００２９】
　次に、医用画像システム１００における動作について説明する。
　まず、図５を参照して検像装置３の動作について説明する。
　図５に、ＣＰＵ３１により実行される検像処理を示す。検像装置３の表示部３３には、
初期画面としてログイン画面が表示されており、当該処理は、ログイン画面において入力
部３２により検像者ＩＤが入力され、ログイン要求が入力された際に実行される処理であ
る。
【００３０】
　まず、ログイン処理が行われ、入力部３２から入力された検像者ＩＤが取得され、ＲＡ
Ｍ３５に格納される（ステップＳ１）。次いで、検像リストＤＢ３６３から所定の項目の
情報（例えば、受信日時、検査ＩＤ、患者ＩＤ、患者名、モダリティＩＤ、検像／未検像
フラグ、ＮＧ識別情報、ＮＧ画像件数情報等）が読み出され、表示部３３にこれらの情報
が検査ＩＤ単位でリスト表示された検像リスト画面３３１が表示される（ステップＳ２）
。図６に、検像リスト画面３３１の一例を示す。検像リスト画面３３１は、検像装置３に
おいて表示対象となる医用画像に関する情報を検査ＩＤ単位でリスト表示した画面である
。なお、ＮＧ識別情報が付帯されている画像を含む検査ＩＤの情報を表示した行には、Ｎ
Ｇ識別表示３３１ａが表示される。
【００３１】
　入力部３２により検像リスト画面３３１から検像対象とする検査ＩＤの情報が押下され
て選択されると（ステップＳ３）、検像画像ＤＢ３６２から当該検査ＩＤの画像データが
検索されてＲＡＭ３５に読み出され、画像確認画面３３２が表示される（ステップＳ４）
。
【００３２】
　図７（Ａ）（Ｂ）に、画像確認画面３３２の一例を示す。画像確認画面３３２の画面上
部には、同一検査ＩＤの一連の医用画像のサムネイル画像表示欄３３２ａが設けられてい
る。画面中央には、画像表示欄３３２ｂが設けられている。画像表示欄３３２ｂには、ま
ず、同一検査ＩＤの先頭の医用画像（例えば、シリーズＩＤ及び画像ＩＤが最も小さい画
像データの医用画像）が表示される。画像表示欄３３２ｂ下部には、送りボタン３３２ｃ
、３３２ｄとが表示されており、入力部３２により送りボタン３３２ｃを押下することに
より、次の医用画像を表示することができる。送りボタン３３２ｄを押下することにより
、同一検査ＩＤの最後の医用画像を表示することができる。また、画面左下部には、送信
ボタン３３２ｅが表示されており、入力部３２により送信ボタン３３２ｅを押下すること
により、検像対象となっている検査ＩＤの医用画像の検像が終了され、画像送信に移行す
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ることができる。更に、画像確認画面３３２には、シリーズ単位の一連の医用画像を表示
する詳細画面３３３（図８参照）への移行を指示する詳細画面ボタン３３２ｆが設けられ
ており、当該詳細画面ボタン３３２ｆが押下されると、図８に示す詳細画面３３３が表示
される。詳細画面３３３では、図８に示すように、同一検査の医用画像がシリーズ単位で
表示される。
【００３３】
　検像者は、画像確認画面３３２に表示された医用画像を参照し、医用画像の画質やポジ
ショニングの確認を行い、表示された医用画像が診断画像としての条件を満たすか否か等
を判定する。そして、必要に応じて、入力部３２のキーボード、マウス等の操作により、
当該画面からＮＧ画像の指定、画像順の入れ替え、階調補正等の処理を行う。
【００３４】
　ＮＧ画像の指定は、例えば、画像表示欄３３２ｂに指定対象の画像が表示された状態で
入力部３２により画像を選択操作し、画像表示欄３３２ｂの下部に表示されているＮＧボ
タン３３２ｈを押下することにより、選択した画像をＮＧ画像として指定することができ
る（入力手段）。また、サムネイル画像表示欄３３２ａに表示された指定対象の画像を入
力部３２により選択操作し、ＮＧボタン３３２ｈを押下することでもＮＧ画像の指定を行
うことができる。なお、入力部３２が音声入力部を有する場合は、例えば、キーボードや
マウス等の操作により画像を選択した後、音声入力部から「ＮＧ」と音声入力されると、
選択された画像がＮＧ画像として指定される。また、あるシリーズの画像全てをＮＧ画像
として指定したい場合は、詳細画面３３３において、対象となるシリーズの一枚のサムネ
イル画像を入力部３２により選択した後、全選択ボタン３３３ａを押下して、シリーズ全
体を選択した状態でＮＧボタン３３３ｂを押下することで、容易にシリーズ単位でのＮＧ
画像指定を行うことができる。詳細画面３３３に表示された全てのシリーズの画像から１
枚ずつ選択し、全選択ボタン３３３ａを押下すると、検査で撮影された医用画像の全てを
ＮＧ画像として指定することができる。
　画像順の変更は、例えば、入力部３２によりサムネイル画像表示欄３３２ａの変更対象
の画像を所望の位置にドラッグアンドドロップ操作することにより行うことができる。
　階調補正処理は、例えば、画像確認画面３３２右側に表示されている階調処理ボタン３
３２ｇを押下することによりポップアップ表示される画面に従って階調処理条件を変更す
ることで、画像の階調補正を行うことができる。
　付帯情報の確認は、例えば、画像確認画面３３２右下にある付帯情報確認ボタン３３２
ｉを押下して付帯情報と検査オーダ情報が同項目毎に並べて表示された付帯情報確認画面
（図示せず）を表示させることで行うことができる。また、当該画面において付帯情報は
、修正入力が可能となっており、修正する項目に修正内容を入力することで、付帯情報を
修正することができる。
【００３５】
　入力部３２により医用画像が選択され、ＮＧボタン３３２ｈが押下されることによりＮ
Ｇ画像の指定が入力されると（ステップＳ５；ＹＥＳ）、画像表示欄３３２ｂに表示され
ているＮＧ画像として指定された医用画像上にＮＧ識別表示３３２ｊがオーバーレイ表示
されるとともに、サムネイル画像表示欄３３２ａに表示されているＮＧ画像として指定さ
れた医用画像上に×印３３２ｋがオーバーレイ表示される（ステップＳ６）。図７（Ｂ）
に、ステップＳ６において表示されるＮＧ識別表示３３２ｊ及び×印３３２ｋの表示例を
示す。そして、ＮＧ画像として指定された医用画像を特定するための情報（例えば、その
画像の検査ＩＤ、モダリティＩＤ、シリーズＩＤ、画像ＩＤの組み合わせ）がＲＡＭ３５
に記憶され（ステップＳ７）、処理はステップＳ１６に移行する。
【００３６】
　一方、入力部３２により画像順の変更が入力されると（ステップＳ５；ＮＯ、ステップ
Ｓ８；ＹＥＳ）、入力に応じて変更内容（例えば、モダリティＩＤ１１１１、シリーズＩ
Ｄ００１の画像ＩＤ０００５を画像ＩＤ０００３に変更、等）がＲＡＭ３５に記憶され（
ステップＳ９）、処理はステップＳ１６に移行する。
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【００３７】
　一方、入力部３２により階調処理条件が入力されると（ステップＳ８；ＮＯ、ステップ
Ｓ１０；ＹＥＳ）、入力された階調処理条件に応じて医用画像に階調補正処理が施され（
ステップＳ１１）、処理はステップＳ１６に移行する。なお、階調補正処理は、画像を選
択して画像毎に行ってもよいし、シリーズ毎、検査毎に同じパラメータで処理を行っても
よい。
【００３８】
　一方、入力部３２により付帯情報確認の指示が入力されると（ステップＳ１０；ＮＯ、
ステップＳ１２；ＹＥＳ）、表示部３３に付帯情報確認画面が表示され（ステップＳ１３
）、付帯情報確認画面から修正内容が入力されると（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、入力に
応じて修正内容（例えば、検査ＩＤ１１１１５の「患者氏名」の内容を「山田太郎」に変
更、等）がＲＡＭ３５に記憶され（ステップＳ１５）、処理はステップＳ１６に移行する
。
【００３９】
　ステップＳ１６においては、入力部３２により送信ボタン３３２ｅが押下され、送信指
示が入力されたか否かが判断され、送信指示が入力されていないと判断されると（ステッ
プＳ１６；ＮＯ）、処理はステップＳ４に戻る。
【００４０】
　入力部３２により送信指示が入力されたと判断されると（ステップＳ１６；ＹＥＳ）、
ＲＡＭ３５に変更内容（画像順の変更内容、ＮＧ画像の特定情報、付帯情報の変更内容等
）が記憶されているか否かが判断され、記憶されていないと判断されると（ステップＳ１
７；ＮＯ）、処理はステップＳ２０に移行する。ＲＡＭ３５に変更内容が記憶されている
と判断されると（ステップＳ１７；ＹＥＳ）、変更対象となった画像データ毎に、付帯情
報に変更内容が書き込まれ（ステップＳ１８）、次いで、変更内容に従って検像リストＤ
Ｂ３６３が書き換えられて更新されるとともに、検像画像ＤＢ３６２に格納されている画
像データが検像後の画像データに更新され（ステップＳ１９）、処理はステップＳ２０に
移行する。例えば、ＲＡＭ３５にＮＧ画像を特定するための特定情報が記憶されている場
合、ＮＧ画像に該当する画像データの付帯情報にＮＧ画像であることを示すＮＧ識別情報
が書き込まれ、画像データに付帯される。また、検査単位、シリーズ単位でＮＧ画像の件
数がカウントされ、ＮＧ画像と同一検査ＩＤの同一シリーズの各画像データの付帯情報に
、検査単位のＮＧ画像の件数情報、シリーズ単位のＮＧ画像の件数情報がそれぞれ書き込
まれる。これにより、各画像データにおいて、同一検査、同一シリーズにＮＧ画像が含ま
れているか否か、及び含まれている場合はその件数を識別することが可能となる。また、
例えば、ＲＡＭ３５に画像順の変更内容が記憶されている場合、変更内容に従って、該当
する各画像データの付帯情報の画像ＩＤが書き換えられる。また、例えば、付帯情報の変
更内容が記憶されている場合は、変更内容に従って、該当する画像データの付帯情報の該
当する項目が書き換えられる。
【００４１】
　ステップＳ２０においては、検像済みの一連の医用画像の画像データが通信部３４によ
り画像サーバ４に送信される。送信後、入力部３２によりログオフの指示が入力されず、
検像リスト画面３３１に戻る指示が入力されると（ステップＳ２１；ＮＯ）、処理はステ
ップＳ２に戻る。入力部３２によりログオフの指示が入力されると（ステップＳ２１；Ｙ
ＥＳ）、本処理は終了する。
【００４２】
　上記検像処理においては、ＮＧ画像として指定された医用画像の画像データが従来のよ
うに削除されずに、その画像データの付帯情報にＮＧ識別情報が書き込まれ、外部装置で
ＮＧ画像として指定されていることが識別できるような状態で画像サーバ４に送信される
ので、画像サーバ４に保存された画像データを読み出して表示する読影端末５において、
ＮＧ画像を表示部に表示させて医師等が確認することが可能となる。
【００４３】
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　次に、図９を参照して読影端末５の動作について説明する。
　図９に、ＣＰＵ５１により実行される読影処理プログラムを示す。読影端末５の表示部
５３には、初期画面としてログイン画面が表示されており、当該処理は、表示部５３に初
期画面として表示されたログイン画面において入力部５２により読影医ＩＤが入力され、
ログイン要求が入力された際に実行される処理である。
【００４４】
　まず、ログイン処理が行われ、入力部５２から入力された読影医ＩＤが取得され、ＲＡ
Ｍ５５に格納される（ステップＳ３１）。次いで、通信部５４により画像サーバ４に対し
リスト要求が送信され、画像サーバ４からリストデータが取得されると（ステップＳ３２
）、表示部５３において、当該取得されたリストデータに基づいて、検査ＩＤ単位で画像
リストを表示する読影リスト画面５３１が表示される（ステップＳ３３）。図１０に、読
影リスト画面５３１の一例を示す。図１０に示すように、読影リスト画面５３１において
、ＮＧ識別情報が付加されている画像を含む検査ＩＤの情報を表示した行には、ＮＧ画像
を示すＮＧ識別表示５３１ａが表示される。また、ＮＧ識別表示５３１ａとともに、当該
検査の一連の画像に含まれるＮＧ画像の件数が表示される。ここでは、ＮＧ識別表示５３
１ａの内部に件数を表示している。
【００４５】
　入力部３２により読影リスト画面５３１から読影対象とする検査が選択されると（ステ
ップＳ３４）、通信部５４により画像サーバ４に対し選択された検査の画像データの送信
要求が送信され、画像サーバ４から選択された検査の画像データが取得されてＲＡＭ５５
に記憶される（ステップＳ３５）。そして、受信された画像データの医用画像を表示した
読影画面５３２が表示部５３に表示される（ステップＳ３６）。　
【００４６】
　図１１に、読影画面５３２の一例を示す。図１１に示すように、読影画面５３２には、
ステップＳ３４で選択された検査の医用画像が表示される。また、表示対象の画像データ
の付帯情報にＮＧ識別情報が含まれている場合には、ＮＧ識別表示５３２ａが表示される
。これにより、医師は、ＮＧ画像を確認することが可能となる。また、読影画面５３２に
は、非表示／表示ボタン５３２ｂが表示されており、入力部５２により当該非表示／表示
ボタン５３２ｂを押下することにより、ＮＧ画像を非表示とし、読影すべき画像のみを表
示させることができる。また、ＮＧ画像を非表示とした状態で入力部５２により非表示／
表示ボタン５３２ｂを押下することによりＮＧ画像を表示した状態に戻すことができる。
【００４７】
　入力部５２により非表示／表示ボタン５３２ｂが押下され、ＮＧ画像の非表示が指示さ
れると（ステップＳ３７；ＹＥＳ）、ＮＧ画像でない（即ち、ＮＧ識別情報が付帯されて
いない）医用画像のみが読影画面５３２に表示される（ステップＳ３８）。ＮＧ画像の表
示が指示されると（ステップＳ３９；ＹＥＳ）、ＮＧ画像を含む医用画像が読影画面５３
２に表示される（ステップＳ４０）。
【００４８】
　表示された医用画像の読影の終了した後、入力部５２によりログオフの指示が入力され
ず、読影リスト画面５３１に戻る指示が入力されると（ステップＳ４１；ＮＯ）、処理は
ステップＳ３３に戻る。入力部５２によりログオフの指示が入力されると（ステップＳ４
１；ＹＥＳ）、本処理は終了する。
【００４９】
　以上説明したように、本実施の形態における検像装置３によれば、入力部３２により画
像確認画面３３２に表示された医用画像が選択操作されＮＧボタン３３２ｈが押下される
ことによりＮＧ画像が指定されると、指定された画像上にＮＧ識別表示３３２ｊがオーバ
ーレイ表示され、検像済みの医用画像の画像データを画像サーバ４に送信する際に、ＮＧ
画像として指定された医用画像の画像データにＮＧ画像であることを示すＮＧ識別情報を
付帯させて送信する。
【００５０】
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　従って、読影端末５等の外部装置において医師が必要に応じてＮＧ画像を表示して確認
することが可能となる。また、検像装置３においてＮＧ画像であると指定された医用画像
を表示する際にはＮＧ画像であることを示すＮＧ識別表示３３２ｊが表示されるので、検
像者がＮＧ画像を容易に認識することが可能となる。
【００５１】
　また、検像リスト画面３３１を表示する際には、ＮＧ識別情報が付帯された医用画像を
含む検査ＩＤの情報にはＮＧ識別表示３３１ａが表示されるので、検像者は、リスト表示
時点でＮＧ画像の有無を確認することが可能となる。
【００５２】
　なお、上記実施の形態における記述内容は、本発明に係る医用画像システム１００の好
適な一例であり、これに限定されるものではない。
【００５３】
　例えば、上記実施の形態においては、検像リスト画面３３１においては、検像リストＤ
Ｂ３６３から読み出した情報を検査ＩＤ単位でリスト表示することとして説明したが、リ
ストの表示単位はこれに限定されず、例えば、同一検査ＩＤの同一シリーズ単位（シリー
ズ単位）や画像ＩＤ単位（画像単位）、患者ＩＤ単位（患者単位）であってもよい。読影
リスト画面５３１においても同一検査ＩＤの同一シリーズ単位（シリーズ単位）や画像Ｉ
Ｄ単位（画像単位）、患者ＩＤ単位（患者単位）にリスト表示を行うようにしてもよい。
【００５４】
　その他、医用画像システム１００を構成する各装置の細部構成及び細部動作に関しても
、発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施の形態における医用画像システムの全体構成例を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態における検像装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態における画像サーバの機能的構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態における読影端末の機能的構成を示すブロック図である。
【図５】図２の検像装置のＣＰＵにより実行される検像処理を示すフローチャートである
。
【図６】図２の検像装置の表示部に表示される検像リスト画面の一例を示す図である。
【図７】図７（Ａ）は、図２の検像装置の表示部に表示される画像確認画面の一例を示す
図、図７（Ｂ）は、画像確認画面においてＮＧ画像として指定された医用画像を表示する
際の表示例を示す図である。
【図８】医用画像をシリーズ単位で表示する詳細画面の一例を示す図である。
【図９】図４の読影端末のＣＰＵにより実行される読影処理を示すフローチャートである
。
【図１０】図４の読影端末の表示部に表示される読影リスト画面の一例を示す図である。
【図１１】図４の読影端末の表示部に表示される読影画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００５６】
１００　医用画像システム
１　ＲＩＳ
２　モダリティ
２ａ　ＣＴ装置
２ｂ　ＣＲ装置
２ｃ　ＭＲＩ装置
３　検像装置
３１　ＣＰＵ
３２　入力部
３３　表示部
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３３１　検像リスト画面
３３１ａ　ＮＧ識別表示
３３２　画像確認画面
３３２ａ　サムネイル画像表示欄
３３２ｂ　画像表示欄
３３２ｃ　送りボタン
３３２ｄ　送りボタン
３３２ｅ　送信ボタン
３３２ｆ　詳細画面ボタン
３３２ｇ　階調処理ボタン
３３２ｈ　ＮＧボタン
３３２ｉ　付帯情報確認ボタン
３３２ｊ　ＮＧ識別表示
３３３　詳細画面
３３３ａ　全選択ボタン
３３３ｂ　ＮＧボタン
３４　通信部
３５　ＲＡＭ
３６　記憶部
３６１　検査オーダ情報ＤＢ
３６２　検像画像ＤＢ
３６３　検像リストＤＢ
３７　バス
４　画像サーバ
４１　ＣＰＵ
４２　入力部
４３　表示部
４４　通信部
４５　ＲＡＭ
４６　記憶部
４６１　画像ＤＢ
４６２　画像リストＤＢ
４７　バス
５　読影端末
５１　ＣＰＵ
５２　入力部
５３　表示部
５３１　読影リスト画面
５３１ａ　ＮＧ識別表示
５３２　読影画面
５３２ａ　ＮＧ識別表示
５３２ｂ　非表示／表示ボタン
５４　通信部
５５　ＲＡＭ
５６　記憶部
５７　バス
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